
（別紙様式４－１）                                                          （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立高森高等）学校 平成２９年度学校評価表 

１ 学校教育目標 
「一人一人が輝く学校」～響き渡る“学び、優しさ、強さ”の個性あるハーモニー～のスローガンのもと、本校の教育の充実を図る。 
（１） 学力の向上と進路指導の充実 
（２） 健全な心身の育成 
（３） 地域社会の期待に応える学校づくり 
（４） あるべき姿を語り、実践する職員集団 

 

２ 本年度の重点目標 
（１） 言語活動、論理的思考能力育成の充実 
（２） 生活指導の徹底 
（３） 個に応じた学習指導と進路指導の徹底 
（４） 人権文化の創造と、道徳教育の充実 
（５） 地域と連携した教育活動の展開 

 

３ 自己評価総括表   
  評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果（◎／〇）と課題（△） 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

学校改革
の推進 

〇保護者と連
携し、地域に
信頼される
学校づくり 

 
〇ＩＣＴを活

用した「未来
の学校」創造
プロジェク
トを通した
授業改革 

〇地域や保護者の参加
型行事を年３回以上
実施し、本校教育の理
解啓発を図る。 

〇学校アンケートにお
いて、「保護者との連
携・対話を大切にして
いる」の回答が９０％
を超える。 

〇ＩＣＴを活用した本
校独自の授業スタイ
ルを確立する。 

〇授業参観、学校説明会、体育
祭、文化祭など地域参加型の
行事とする。 

〇各学年、毎月１回以上、三者
面談・家庭訪問や電話連絡、
学級（学年）通信をとおして
、各保護者と連携を図る。 

〇教務部が中心となり、授業者
による自己評価、及び校内の
授業参観週間を通した他者
評価を実施する。 

 
Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇家庭訪問・面談等を通して、保護者との進路
に関する共通理解等、連携を取ることができ
た。また、学校行事を地域参加型にすること
で、地域への啓発に繋がっている。 

◎ “Takamoric Movement”による授業スタイ
ルの確立に向け教員が共通認識を持ち、ICT
を活用した授業改革を推進することができ
た。 

△次年度は７０周年記念式典も行われる。保護
者・同窓生も含めた地域への本校教育の啓発
をさらに推し進めていく。 

魅力創造
発信事業
を通した
地域への
情報発信 

〇来年度の入
学生４１人
以上の確保 

〇年４回の中学校訪問
と、年１回の教育懇談
会を実施し、情報発信
と情報収集に努める。 

〇教務部・進路指導部が中心と
なり６、９、１０、１月に中
学校訪問を、１１月に教育懇
談会を実施しする。 

  
Ａ 
 
 
 
 

〇教育懇談会（9月実施）や中学校訪問を通し
て、中学校の先生方と、より情報交換ができ
るようになり、効果があった。今後、中学生
保護者への効果的な啓発が必要である。 

 
 



学力 
向上 
 

授業改革
の推進 
 

〇言語活動及
び論理的思
考能力の育
成及び表現
力の育成 

〇日常的にＩＣＴ機器
を活用した授業を実
践する。 

 
〇図書館活動を推進し、

朝読書を徹底するこ
とで、学習環境を整え
る。 

〇参観授業や研究授業、スーパ
ーティーチャー招聘による
職員研修を実施し、指導力の
向上を図る。 

〇授業評価を実施し、授業改善
を図る。 

 
Ａ 
 
 
 
 

◎全職員がＩＣＴ機器を活用し、授業を実施す
ることができた。 

◎国・数・英の３教科でスーパーティーチャー
に指導していただくことができ、授業改革の
一助となった。 

◎朝読書の徹底、授業での活用など、学習環境
の整備推進を図った。 

個に応じ
た学習指
導の実践 
 

〇知的好奇心
を引き出す
授業実践及
び、自ら学び
考える力の
育成 

〇スタディーサプリや
日々の課題、週末課題
を通して、宅習の定着
を図る。 

〇個人添削指導を行い、
個に応じた学習指導
を実践する。 

〇校内検定を通して、資
格取得を目指す。 

〇習熟度別展開授業を行い、生
徒の幅広い学力に対応する。 

〇習熟度別に各々課題を出し、
宅習時間の確保と、自ら学び
、考える力を育成する。 

〇校内検定を通して、全員、最
低１つは何らかの資格取得
を目指す。 

 
Ｂ 
 
 

◎習熟度別に課題を作成し、生徒はそれぞれの
学力に応じた課題に取り組むことができた。 

△校内検定の計画が不十分であり、指導が徹底
しなかった。また、全員なんらかの資格を取
得することができなかった。しかし、全員が
なんらかの検定にチャレンジすることはでき
た。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

個に応じ
た進路目
標の実現 
 

〇進路目標の
設定と進路
目標の実現
に向けた指
導 

〇生徒の進路希望状況
を把握する。 

 
 
〇生徒・保護者へ進路情

報を提供する。 
 
 
 
〇就職希望者への個別

指導を実施する。 
 

〇全生徒への進路面談を実施
し、個に応じた指導計画を策
定する。 

 
〇大学等の講師招聘による説

明会を開催する。 
〇進路通信等を発行する。 
 
 
〇外部による就職面接指導を

実施する。 
〇内定者セミナーを実施する。 

 
Ａ 
 
 

◎進路決定１００％（９年連続）達成すること
ができた。 

◎定期的な進路希望調査、家庭学習時間調査を
行い、生徒の実態をつかむことができ、生徒
面談の充実と志望別の進路計画の策定ができ
た。 

◎定期的な進路研修と、進路検討会の実施で職
員の共通理解が深まり、統一した指導が可能
になった。 

◎大学訪問及び講師招聘による講義も実施で
きた。 

○進路通信を発行し情報提供を行うなど進路
指導に関する学校評価は改善した。しかし、
保護者の進路通信の認知度の低さも感じら
れる。保護者への周知が必要である。 

△就職内定までの取組は、外部指導を導入する
など良好であったが、内定後の指導が確立で
きておらず多くの課題が残った。 

キャリア
教育（進路
指導）のシ
ステムの
構築 
 

〇卒業後を見
据えた、３年
間の系統的
な進路指導
システムの
構築 

〇生徒の進路希望状況
の変化に対応した、３
年間の進路指導計画
を構築する。 

 

〇進路希望調査を年３回実施
する。 

〇インターンシップや保育実
習等の学校行事との連携を
図る。 

〇学習時間調査を実施する。 

 
Ｂ 
 
 

◎進路行事の見直し・精選を行い、新しい３年
間の指導計画が策定できた。 

△就職希望者に対してはインターンシップや
職場見学等を計画的に実施することができ
たが、幅広いキャリア教育を意識した指導が
必要である。 

◎進路希望調査後の進路指導等や授業改革を



通して、家庭学習時間が伸びてきている。 
次年度は質の向上を目指したい。 

生徒 
指導 

ルール・モ
ラル遵守
の徹底交
通安全教
育の徹底 

〇交通ルール
・モラル、情
報モラル遵
守の指導徹
底 

〇安全点検、講習会参加
等を実施し交通違反
・事故をなくす。（年
間目標０件） 

 
 
 
 
 
 
〇ＳＮＳを介した問題

行動の未然防止、早期
発見に努め、様々な機
会を捉えて情報モラ
ルについての意識を
高める。 

〇原付実技講習会への原付免
許所有者参加率１００％と
なるよう指導する。 

〇安全点検率１００％、ジャン
パー着用及びステッカー貼
付率１００％（許可条件の徹
底）、となるよう指導する。 

〇毎年１回警察との連携によ
る講話（夏季休業前）を実施
する。 

〇後援会総会や学校、クラス発
行通信を利用して家庭へ注
意喚起を行い連携を図る。 

〇全国・県内のＳＮＳ関連事案
を紹介し必要ならば臨時全
校集会等を実施し注意を呼
びかける。 

〇各教科でも情報関連教育の
徹底を図る。 

 
Ｂ 
 
 
 

◎実技講習会に関係生徒全員が出席しており、
実技講習会の意義を理解して、熱心に取り組
む姿が見られた。 

◎点検率、着用、貼付率ともに良好であった。
今後も安全運転を意識して事故防止に努め
てほしい。 

○学期の始めと終わりに警察と情報交換を行
い連携を図った。講習会も予定通り実施でき
た。 

○情報モラルに関しては、可能な限りの情報発
信を行い注意喚起に努めたが、社会情勢を考
えると、更に家庭への発信を増やし注意を呼
びかける必要性が感じられた。いじめ防止対
策も含め、生徒への呼びかけに関して、今ま
で以上に各クラスと連携して情報モラルに
関する注意を促していく。 

人権教
育の推
進 

命を大切
にする心
を育む指
導 

〇自他の命を
尊ぶ態度の
育成 

○すべての教員が学習
活動をとおし「命を大
切にする心」を育む指
導を行う。 

○行事等に、生徒が自尊
感情を高め、自己実現
を図るための在り方、
生き方について学ぶ
視点を入れる。 

○計画的な全校終礼を
実施し、講話をとおし
て多様な価値観や命
の大切さを学ぶ。 

○教科指導において、関連する
学習内容を確認し、学期に一
度検証する中で、年間を通し
た指導を行う。 

○全校一斉弁当の日、共汗の日
、青尐年一日一汗運動を実施
することで、生命、自然、地
域に対する畏敬の念を高め
る。 

○全校終礼を年８回実施し、職
員による講話を行う。 

 
Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎全校終礼を９回実施し、生徒は講話の内容を
自らと重ねながら、多様な価値観や自らの在
り方生き方を考えることができた。 

◎弁当の日や一日一汗運動等の行事の中で、自
らの役割を自覚し、他の人と協調して取り組
むことで、自他を尊重する態度を高めるとと
もに、地域に対する貢献ができた。 

△人権教育の年間計画の見直しを行い、生徒・
職員の人権意識を高めるためにどのような
内容が有効か、推進委員会を中心に検討・是
正をしていくことが必要である。 

人権感覚
の育成 
人権文化
の創造 

〇人権問題に
ついて基礎
的認識の育
成と向上 

○年度末生徒アンケー
トの結果で「できるよ
うになった」「ややで
きるようになった」の
割合を８０％以上に
する。 

○自分のことや他者との関係
等を振り返り、語り、綴る人
権作文などの取組を行う。 

○身近な人権課題に関するＬ
ＨＲを年２回実施する。 

 
Ｂ 
 
 
 

△生徒アンケートで「自他を大切にする姿勢」
が向上したと回答した生徒は、昨年度と同様
８７％であった。８０％以上ではあるが、本
校の人権教育を抜本的に見直し、単なる行事
の消化に終わらせるのではなく、生徒一人一
人の抱える課題や背景に踏み込むような内
容にしていく必要性がある。 



いじめ
の防止
等 

いじめに
気付き、い
じめを許
さない学
校づくり 

〇いじめ根絶
に向けた組
織的な取組 

〇全職員であらゆる学
校生活に於いて、いじ
め防止に努める。 

〇道徳教育の充実を図る。 
〇各学期末いじめ防止対策委

員会を実施する。 
〇学年会や特別支援会議での

情報共有を行う。 
〇毎月のサインの日（月末日）

でのいじめ防止啓発を行う。 
〇生徒理解研修等の職員研修

を実施する。 
〇年２回いじめアンケートを

実施する。 
〇家庭訪問、２者・３者面談を

実施する。 
〇気づきメモの活用 

 
Ｂ 
 
 

 

 

◎いじめ防止対策委員会を実施し、学校のいじ 
め発生状況を把握するとともに、スクールカ 
ウンセラーからの報告を聞き、課題を抱える 
生徒の状況についての理解を職員間でも深 
めることができた。また、スクールカウンセ 
ラーから、ＳＮＳ上でのいじめについての指 
導を受け、理解を深めることもできた。 

◎いじめアンケートを２回実施することで、本 
校でのいじめ発生状況を確認することがで 
きた。また、携帯端末の使用（ＳＮＳ等）状 
況についても確認することができ、それを踏 
まえて、職員研修を実施することができた。 

△サインの日の活用ができなかった。次年度は 
ＳＮＳの使用や他者とのコミュニケーショ 
ンの仕方について、プリントを作成し配付を 
するなどしていじめ防止啓発を図る。 

△職員への周知が徹底できず、気づきメモの活 
用ができなかった。ただし口頭では日常的に 
生徒の状況を話し合っていた。次年度は折に 
触れ周知を図る。 

地域連
携（ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙなど） 

〇防災コ
ミュニ
ティ・ス
クール
を通し
た地域
連携 

 
〇地域町

村との
連携強
化 

 

〇防災意識の
育成 
 
 
 
 
 
 
〇地域と連携

した教育の
推進 

〇年１回の生徒・保護者
・職員合同の防災研修
を実施する。 

〇学校防災年間計画を
作成する。 

 
 
 
〇ＩＣＴ機器を活用し

た教育の連携を強化
する。 

〇各種行事の連携を推
進する。 

〇学校運営協議会と連携し、消
防・役場等からの助言を基に
研修計画、年間計画を立てる
。 

 
 
 
 
〇地域からの本校行事・イベン

トへの参加・協力を得る。 
〇地域のイベントに生徒・職員

が協力する。 

 
Ａ 
 
 
 

◎共汗の日（８月）に防災講座を行い、生徒・
保護者・職員の合同の研修を実施し、防災意
識を高めることができた。 

◎年３回防災型コミュニティ・スクールを開催
し、関係諸機関と災害時に想定される危険や
課題を話し合い、助言をいただくことができ
た。 

○コミュニティ・スクールで出された課題や助
言を踏まえて学校防災年間計画を作成した。 

○３学期に生徒対象の防災対策意識アンケー
トを行い、それを踏まえて防災教育ＬＨＲを
実施し、防災について意見交換を行った。 

◎近隣施設から体育祭に参加していただいた。
また、風鎮祭他、地域のイベントに生徒がボ
ランティアとして参加した。 

◎情報教育の中学校担当者との連携、高森町の
プログラミング学習研修への生徒参加、英語
教育やICT活用教育に関する研究発表など、
高森町と連携して実施することができた。 



特別支
援教育 

支援対象
生徒への
手だての
充実と進
路保障 

支援対象生徒
の個別の教育
支援計画作成
の徹底 

〇１年生の個別の教育
支援計画を１００％
作成する。 

〇生徒理解研修を年３
回行い生徒の実態と
個別の指導計画を職
員全員に周知する。 

〇本人、保護者との連携を密に
行い必要に応じて専門機関
とも連携する。 

〇全職員で生徒の状況を把握
し、支援の方向性を検討して
具体的な支援方法を決定す
る。 

 
Ｂ 
 
 

◎各担任を中心に本人、保護者との連携を密に
行い、スクールカウンセラーや専門機関と連
携して生徒の「困り感」に対応した。 

◎生徒理解研修、特別支援教育委員会の他、日
常的に職員間で生徒の状況について把握し、
具体的な支援方法を決定した。 

△個別の教育支援計画・個別の指導計画を用い
て職員間で共通認識を持つことができたが、
日常的に活用する手段の検討が必要である。 

健康教
育 

基本的な
生活習慣
の形成 

心身の健康管
理能力の育成 

○自己の心身の状態に
ついて関心を高め、正
しい知識を習得する。 

○新体力テストの個々
の記録を向上させる。 

（自己の体力への意識
付け及び体調の管理
法を学ぶ。） 

○朝食摂取率８０％以
上を目指す。 

〇生徒、職員対象の応急手当講
習会や薬物乱用・喫煙防止教
育を実施し、関連のパンフレ
ット等を配付する。保健授業
と関連） 

〇継続した授業での体力向上
プログラムを実践する。 

〇保健だよりや食育通信を発
行し、毎学期のアンケート調
査を実施する。 

 
Ｂ 
 
 

◎７月に応急手当講習会を南部分署のご協力
で実施できた。その際に応急手当のパンフレ
ットも配布し、技能の習得に役立てた。 

△生徒は体育の授業は真剣に取り組んでいる
が、今年度は体力向上優良校表彰を数年ぶり
に逃す結果となった。来年度は活動量を増や
し、生徒の体力向上を目指したい。 

◎定期的に保健だより、食育だよりを発行し、
健康に関心を高める手立てを行った。 

△朝食摂取率は７６％であり、目標には届いて
いないので、今後も機会をとらえて生活習慣
を規則正しく行うよう指導していきたい。 

環境教
育 

環境の維
持保全に
寄与する
態度の育
成 

学校版ＩＳＯ
と環境美化に
積極的に取り
組む態度の育
成 

○各教科等において、環
境問題に関連した授
業を実践する。 

○学校版環境ＩＳＯに
ついて生徒が主体と
なって取り組む組織
を構築する。 

〇生徒会を主体に環境ＩＳＯ
への取り組みを具体化し、Ｐ
ＤＣＡサイクル（計画→実行
→評価→見直し）をもとに実
施する。 

〇学校近隣への清掃活動ボラ
ンティアや美化活動のさら
なる充実を図る。 

 
Ｂ 
 
  
 
 
 
 
 
  

  
  

〇ごみの分別、節電、美化作業等、環境ＩＳＯ
に取り組むことができた。 

〇1・２学期の近隣の美化活動である「青尐年
一日一汗運動」が降雨のため中止せざるを得
なかったので高森町研究発表の高校部会会場
である本校の清掃活動を実施した。３学期は
天気にも恵まれ、１年間の感謝を込めて、交
流センターと高森駅の清掃活動を実施するこ
とができた。（３年生は卒業列車の日に高森
駅の清掃を行った。） 

〇夜市や風鎮祭後の片づけ、３年生による駅舎
清掃等、地域の美化活動は実施できた。 

特に、生徒会担当者の呼びかけで風鎮祭後
片付けに多数の生徒が参加した。例年のＰＤ
ＣＡサイクルを生かし、短時間で終了するこ
とができた。 

 
 
 



 
 

４学校関係者評価 
 大項目１０項目を５部門【①学校経営（保護者・地域との連携（各種行事、防災教育・英語教育等の各種教育、保護者・地域・中学生への情報発
信など、地域連携を含む）、②学力向上（ＩＣＴ機器活用授業改革、図書館活用の推進、個別指導の充実、合理的拝領の視点による特別支援教育等
を含む）、③キャリア教育[進路指導]（一人一人の進路希望把握、生徒・保護者への情報提供、卒業を見据えた３年間の進路指導計画の構築など、
④生徒指導（ルール・モラル[生活・交通・情報等]の遵守、人権教育の推進（自他の命を尊ぶ態度の育成・人権感覚育成）、いじめ防止に向けた組
織的な取り組み等を含む）⑤健康教育・環境教育（個々の心身の健康管理、校内外の環境美化推進、学校版ＩＳＯの推進等を含む））に分けて、４
段階による評価を実施し、どの項目に関しても本校の取組を積極的に評価していただいているし、また、下記の通り様々な取り組みを認めていただ
いている。 
 「高森高校の活性化は大きな成果を見ることができる」「南郷地域唯一の県立高校として地域をあげて応援する」「目標をしっかりと持って取り
組んでいる」「ＩＣＴを活用した学力向上・生徒指導の充実・吹奏楽部を核とする部活動の活性化等、着実に前進している」「小規模校ならではの
『個』を大切にした指導の実践、地域に根付いた学校として輝いてもらいたい」「９年連続進路決定１００％は素晴らしい」 

 

５総合評価 
 ＩＣＴ活用による授業改革、本校教育の啓発活動など、様々な取り組みに関して、職員全員が共通理解のもと、前向きに取り組んでいる。特に、
英語教育やＩＣＴの活用に関して、高森町の小中学校と協働で研究授業を行ったことは、南阿蘇地域全体からの本校への期待へとつながっている。 
次世代を担う生徒の育成を図る本校の教育に更なる工夫改善を図りながら、職員一人一人が信念をもって推進していく。 

 

６次年度への課題・改善方法 
（１） ＩＣＴ活用教育推進校として、ＳＮＳの使用に関するルール・マナー遵守教育を推進する必要がある。生徒指導部を中心に推進することで、

いじめ防止等にもつなげていく。 
（２） 探究型の学習活動を行っている「グローカル・プロデュース」（総合的な学習の時間）は本校の魅力の一つである。１年次、２年次、３年

次へと発展的に学習内容を継続していくために、進路指導部と教務部が十分に連携をとり、授業時間の確保、外部専門家との連携、成果発
表の機会の設定に努める。 

（３） 「Ｃｌａｓｓｉ」を全員導入することで、校内検定の見直しによる学び直しの強化や生徒のキャリア教育の推進を図ると共に、生徒・保護
者・職員の連携と職員の負担軽減・業務改革につなげる。  

（４） 地域連携の一環として行っている保育実習や学習支援ボランティア等による幼保小中連携を継続するとともに、中学校訪問を継続すること
で本校教育の魅力の啓発に努める。 

 
 


